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我が国の中小企業は、日本経済の活力の源泉として期待されているものの、人材不足や資
金調達の難しさ、国際競争の激化など様々な課題を抱えている。こうした状況の中、企業の競
争力強化や生産性向上に向けた戦略の一つとして、IT経営

1

（デジタル化やDX化を含む概念）
の推進が求められている。
　中小企業の IT経営の現状については、2023 年版の中小企業白書の中で 4つの段階

2

から評
価されている。2022年時点の結果によると、デジタル化に取り組んでいる状態とされる段階3、
段階 4の企業の合計割合が、2019 年時点の17.3％から2022 年時点の 33.8％に増加しており、
デジタル化の進展が確認された。しかし、依然として66.2％の中小企業がデジタル化・DX化
が全くの未着手ないし一部業務のデジタル化に留まっており、IT経営への取り組みは十分と
はいえず、一層の推進が必要である。
　このような中、IT経営推進に向けた課題として、資金面の制約やデジタルスキルを持つ人
材（デジタル人材）の不足などが主な障壁とされてきた。しかし、実際の現場では、IT導入
補助金や専門家派遣などの利用により、多くの中小企業がこれらの課題を克服し競争力強化に
繋げている。加えて、中小企業白書によると、経営者の積極的な関与やビジョン・目標の設定
が推進に影響を与えると述べられている。このことから筆者は、既述の課題を抱えている企業
においてもIT経営の推進は可能であり、その成功の鍵は経営者の意識と行動にあると考える。
特に、経営者の影響力が働きやすい環境下の組織では最も重要な視点であり、経営者が何故
そのような状態に至ったのかを解明することが、IT経営を加速させる契機になるといえる。そ
こで、これまで筆者が実施した中小企業経営者へのインタビュー調査・分析の研究結果を踏ま
え、経営者が IT導入に至ったきっかけや IT導入意識を高める方法について述べる。
　本研究において、まず、経営者の IT経営に対する意識には大きな隔たりがあることが示さ
れた。IT経営を推進している経営者は、単に外部環境の変化に応じるだけでなく、積極的に
情報を収集し「小さなことでもやってみる」との意識を持ちつつ常に新しい挑戦を行っていた。
対照的に、未推進の経営者の多くが、「必要性が分からない」や「導入は考えていない」など
ITの必要性が理解できておらず、消極的な状態にあった。そのため、未推進の経営者の導入
意識に影響を与える何らかの施策を提案することが、IT経営の推進力を向上させる重要な手
段になるといえる。
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　次に、IT経営に取り組む経営者への調査・分析から、経営者自身に十分な IT活用の経験
があるか否かによって、IT導入を意識するきっかけが異なるということが明らかとなった。具
体的な例として、ITの活用経験が乏しい経営者は、自社を取り巻く環境変化への危機感や IT
社会への対応の必要性を感じ、その対策として IT導入に踏み切っていた。それに対し、IT活
用の経験がある経営者は、「自社を効率化したい」や「仕事を見える化したい」という自身の「や
りたい」が前提にあり、それが IT導入の意思決定に影響を与えていた。つまり、IT導入意識
の起点が、「価値理解」ないし「危機意識」のどちらかに大きく偏るということである。
　この఺にͮجき、ܦӦऀの *T Ӧに対するҙ識をৢ੒するํ๏を提Ҋする。まͣ、*Tܦ 活
用ݧܦが๡しいܦӦऀに対しては、*T の༗ӹੑを認識させることがඞ要である。ͦの理由は、
*T ະਪਐの中小企業にとって *T 導入はະདྷ΁の౤資であΓ、現業を行う上でඞਢではないと
の認識が持たれている。ͦのため、ܦӦऀࣗ਎がࣗ社にとって *T 導入が༗ӹであるとの認識
を持たなければ໰題ղܾのબ୒ࢶに *T 技術が૝ىされないことになる。ͦこで༗ӹさを認識
させるために、社会変化΁のػة感のৢ੒と *T のՁ஋理ղがඞ要である。ྫ͑ば、*T ະਪ
ਐのܦӦऀは「*T のことなͲ͑ߟるؒ࣌がない」というようにઌのະདྷまで૝定ができていな
いঢ়گにあることがਪଌされる。しかし、ࠁʑと *T 化の೾はԡしدせておΓ、今後の会社ܦ
ӦにڧくӨڹを༩͑ることは໌നである。ͦのため、͑׶てܦӦऀのػة感をܹࢗする働きか
けが求められる。また、ܦӦऀ΁のインタϏϡーから「ศརだってわかったら࢖うんですよͶ」
や「ମݧですͶ、ແྉでできるମݧ」なͲܦӦऀが *T のศརさにͮؾくػ会を提ڙすること
もඞ要である。
　ଞํ、*T 活用ݧܦのあるܦӦऀは、すでに *T の༗ӹੑを認識しているՄ能ੑがߴいこと
から、ࣗ社΁の *T 導入の۩ମ的なイϝージやئ๬を૝ىさせることがॏ要である。これをଅ
ਐさせるためには、਎ۙな導入事ྫや༷ʑな *T γεςϜとの઀৮ػ会を૿やすことがޮՌ的
である。実際に、*T 導入ิॿۚなͲのࢧԉがあるものの、「ิॿۚをͲのように͑࢖ばྑいの
か分からない」といった੠もあった。さらに、*T 導入ࢧԉ会社΁のฉきऔΓから「やはΓԿか
しらのܗ、۩ମ的なܗがないとμϝだとࢥう」とのҙ見もあΓ、このような۩ମ的なイϝージ
を提ڙすることがܦӦऀ΁のͮؾきや *T 導入ҙ識の޲上にܨがると͑ߟられる。
　Ҏ上の಺容から、中小企業が持続Մ能な *T ड़した資ۚ面の制໿やط、Ӧを実現するにはܦ
σジタϧ人材の不足といった表面的な課題にଊわれるのではなく、ͦの本࣭となるܦӦऀのҙ
識改ֵが極めてॏ要である。これをୡ੒するためには、ܦӦऀࣗらのҙ識変ֵにظ待するだけ
でなく、*T の活用ݧܦのਂઙを౿ま͑、ঢ়گに応じた外෦からのઓུ的なհ入が求められる。
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【ݙ文ߟࢀ】

1　*T Ӧ改ֵと、*Tܦの変化に߹わせたڥӦ؀ܦ」、Ӧとはܦ サーϏεのར活用によΓ、企業の݈全で、持続的な੒௕を導くܦӦ手๏」をࢦす。
2　औ૊ஈ階とは、ᶃࢴや口಄による業務が中৺で、σジタϧ化がਤられていないঢ়ଶ（ஈ階̍）ᶄアφϩάなঢ়گからσジタϧπーϧをར 
    用した業務ڥ؀にҠ行しているঢ়ଶ（ஈ階̎）ᶅσジタϧ化による業務ޮ཰化やσータ分析にऔΓ૊んでいるঢ়ଶ（ஈ階̏）ᶆσジタϧ 
    化によるϏジωεϞσϧの変ֵやڝ૪力ڧ化にऔΓ૊んでいるঢ়ଶ（ஈ階̐）をࢦす。


